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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　サービング基地局と少なくとも１つの非サービング基地局の間の協同リソース割り当
てスキームに起因した保護の異なるレベルに従ったサブフレームのためのチャネル品質情
報（ＣＱＩ）を含む少なくとも１つの報告を受信することと、
　　前記報告に基づいて伝送リソースをスケジューリングすることと
　を含む、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項２】
　前記スケジューリングは、前記協同リソース割り当てスキームに従った伝送リソースの
ためである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記報告は、ベクトルＣＱＩ報告を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記スケジューリングは、それぞれのサブフレームに起因した保護の前記対応するレベ
ルに基づいて前記それぞれのサブフレームに異なる時間または周波数リソースを割り当て
ることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記スケジューリングは、それぞれのサブフレームに起因した保護の前記対応するレベ
ルに基づいて前記それぞれのサブフレームに異なる変調符号化方式（ＭＣＳｓ）を割り当
てることを含む、請求項１に記載の方法。
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【請求項６】
　前記スケジューリングは、第１のサブフレームタイプのために報告されたＣＱＩに対応
する第１のループに基づいて行われる、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記スケジューリングは、第２のサブフレームタイプのために報告されたＣＱＩに対応
する第２のループに基づいて行われる、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のサブフレームのタイプは、保護されるサブフレームであり、前記第２のサブ
フレームのタイプは、前記サービング基地局と前記少なくとも１つの非サービング基地局
の間で共有される保護されないサブフレームである、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記スケジューリングは、前記報告に基づいてＣＱＩエントリを選択することを含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記選択することは、１サブフレーム毎のベースで行われる、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記選択することは、保護されるサブフレームに対応する出力と保護されないサブフレ
ームに対応する出力の間で選択することを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記報告は、アップリンク制御チャネルを経由して受信される、請求項１に記載の方法
。
【請求項１３】
　保護の異なるレベルに従った前記サブフレームは、他のセルにおいて伝送からの干渉か
ら保護される１つ以上のサブフレーム、および、他のセルにおいて伝送からの干渉から保
護されない１つ以上のサブフレームを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記スケジューリングは、複数の報告からフィルタにかけられたＣＱＩ値に基づいて行
われる、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　　装置と少なくとも１つの基地局の間の協同リソース割り当てスキームに起因した保護
の異なるレベルに従ったサブフレームのためのチャネル品質情報（ＣＱＩ）を含む少なく
とも１つの報告を受信するための手段と、
　　前記報告に基づいて伝送リソースをスケジューリングするための手段と
　を含む、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１６】
　スケジューリングするための前記手段は、前記協同リソース割り当てスキームに従った
伝送リソースをスケジュールするように構成される、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記報告は、ベクトルＣＱＩ報告を含む、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　スケジューリングするための前記手段は、それぞれのサブフレームに起因した保護の前
記対応するレベルに基づいて前記それぞれのサブフレームに異なる時間または周波数リソ
ースを割り当てるように構成される、請求項１５に記載の装置。
【請求項１９】
　スケジューリングするための前記手段は、それぞれのサブフレームに起因した保護の前
記対応するレベルに基づいて前記それぞれのサブフレームに異なる変調符号化方式（ＭＣ
Ｓｓ）を割り当てるように構成される、請求項１５に記載の装置。
【請求項２０】
　スケジューリングするための前記手段は、第１のサブフレームタイプのために報告され
たＣＱＩに対応する第１のループに基づいて前記伝送リソースをスケジュールするように
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構成される、請求項１５に記載の装置。
【請求項２１】
　スケジューリングするための前記手段は、第２のサブフレームタイプのために報告され
たＣＱＩに対応する第２のループに基づいて前記伝送リソースをスケジュールするように
構成される、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記第１のサブフレームのタイプは、保護されるサブフレームであり、前記第２のサブ
フレームのタイプは、前記装置と前記少なくとも１つの基地局の間で共有される保護され
ないサブフレームである、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　スケジューリングするための前記手段は、前記報告に基づいてＣＱＩエントリを選択す
るように構成される、請求項１５に記載の装置。
【請求項２４】
　前記選択することは、１サブフレーム毎のベースで行われる、請求項２３に記載の装置
。
【請求項２５】
　前記選択することは、保護されるサブフレームに対応する出力と保護されないサブフレ
ームに対応する出力の間で選択することを含む、請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　前記報告は、アップリンク制御チャネルを経由して受信される、請求項１５に記載の装
置。
【請求項２７】
　保護の異なるレベルに従った前記サブフレームは、他のセルにおいて伝送からの干渉か
ら保護される１つ以上のサブフレーム、および、他のセルにおいて伝送からの干渉から保
護されない１つ以上のサブフレームを含む、請求項１５に記載の装置。
【請求項２８】
　スケジューリングするための前記手段は、複数の報告からフィルタにかけられたＣＱＩ
値に基づいて行われる、請求項１５に記載の装置。
【請求項２９】
　　装置と少なくとも１つの基地局の間の協同リソース割り当てスキームに起因した保護
の異なるレベルに従ったサブフレームのためのチャネル品質情報（ＣＱＩ）を含む少なく
とも１つの報告を受信するように構成される受信機と、
　　前記報告に基づいて伝送リソースをスケジュールするように構成される処理システム
と
　を含む、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項３０】
　前記処理システムは、前記協同リソース割り当てスキームに従った伝送リソースをスケ
ジュールするように構成される、請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記報告は、ベクトルＣＱＩ報告を含む、請求項２９に記載の装置。
【請求項３２】
　前記処理システムは、それぞれのサブフレームに起因した保護の前記対応するレベルに
基づいて前記それぞれのサブフレームに異なる時間または周波数リソースを割り当てるこ
とで前記伝送リソースをスケジュールするように構成される、請求項２９に記載の装置。
【請求項３３】
　前記処理システムは、それぞれのサブフレームに起因した保護の前記対応するレベルに
基づいて前記それぞれのサブフレームに異なる変調符号化方式（ＭＣＳｓ）を割り当てる
ことで前記伝送リソースをスケジュールするように構成される、請求項２９に記載の装置
。
【請求項３４】
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　前記処理システムは、第１のサブフレームタイプのために報告されたＣＱＩに対応する
第１のループに基づいて前記伝送リソースをスケジュールするように構成される、請求項
２９に記載の装置。
【請求項３５】
　前記処理システムは、第２のサブフレームタイプのために報告されたＣＱＩに対応する
第２のループに基づいて前記伝送リソースをスケジュールするように構成される、請求項
３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記第１のサブフレームのタイプは、保護されるサブフレームであり、前記第２のサブ
フレームのタイプは、前記装置と前記少なくとも１つの基地局の間で共有される保護され
ないサブフレームである、請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　前記処理システムは、前記報告に基づいてＣＱＩエントリを選択することで前記伝送リ
ソースをスケジュールするように構成される、請求項２９に記載の装置。
【請求項３８】
　前記選択することは、１サブフレーム毎のベースで行われる、請求項３７に記載の装置
。
【請求項３９】
　前記選択することは、保護されるサブフレームに対応する出力と保護されないサブフレ
ームに対応する出力の間で選択することを含む、請求項３７に記載の装置。
【請求項４０】
　前記報告は、アップリンク制御チャネルを経由して受信される、請求項２９に記載の装
置。
【請求項４１】
　保護の異なるレベルに従った前記サブフレームは、他のセルにおいて伝送からの干渉か
ら保護される１つ以上のサブフレーム、および、他のセルにおいて伝送からの干渉から保
護されない１つ以上のサブフレームを含む、請求項２９に記載の装置。
【請求項４２】
　前記処理システムは、複数の報告からフィルタにかけられたＣＱＩ値に基づいて前記伝
送リソースをスケジュールするように構成される、請求項２９に記載の装置。
【請求項４３】
　　　サービング基地局と少なくとも１つの非サービング基地局の間の協同リソース割り
当てスキームに起因した保護の異なるレベルに従ったサブフレームのためのチャネル品質
情報（ＣＱＩ）を含む少なくとも１つの報告を受信し、
　　　前記報告に基づいて伝送リソースをスケジューリングする
　　ためのコードを有するコンピュータ可読記録媒体。
【請求項４４】
　前記スケジューリングは、前記協同リソース割り当てスキームに従った伝送リソースの
ためである、請求項４３に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項４５】
　前記報告は、ベクトルＣＱＩ報告を含む、請求項４３に記載のコンピュータ可読記録媒
体。
【請求項４６】
　前記スケジューリングは、それぞれのサブフレームに起因した保護の前記対応するレベ
ルに基づいて前記それぞれのサブフレームに異なる時間または周波数リソースを割り当て
ることを含む、請求項４３に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項４７】
　前記スケジューリングは、それぞれのサブフレームに起因した保護の前記対応するレベ
ルに基づいて前記それぞれのサブフレームに異なる変調符号化方式（ＭＣＳｓ）を割り当
てることを含む、請求項４３に記載のコンピュータ可読記録媒体。
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【請求項４８】
　前記スケジューリングは、第１のサブフレームタイプのために報告されたＣＱＩに対応
する第１のループに基づいて行われる、請求項４３に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項４９】
　前記スケジューリングは、第２のサブフレームタイプのために報告されたＣＱＩに対応
する第２のループに基づいて行われる、請求項４８に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項５０】
　前記第１のサブフレームのタイプは、保護されるサブフレームであり、前記第２のサブ
フレームのタイプは、前記サービング基地局と前記少なくとも１つの非サービング基地局
の間で共有される保護されないサブフレームである、請求項４９に記載のコンピュータ可
読記録媒体。
【請求項５１】
　前記スケジューリングは、前記報告に基づいてＣＱＩエントリを選択することを含む、
請求項４３に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項５２】
　前記選択することは、１サブフレーム毎のベースで行われる、請求項５１に記載のコン
ピュータ可読記録媒体。
【請求項５３】
　前記選択することは、保護されるサブフレームに対応する出力と保護されないサブフレ
ームに対応する出力の間で選択することを含む、請求項５１に記載のコンピュータ可読記
録媒体。
【請求項５４】
　前記報告は、アップリンク制御チャネルを経由して受信される、請求項４３に記載のコ
ンピュータ可読記録媒体。
【請求項５５】
　保護の異なるレベルに従った前記サブフレームは、他のセルにおいて伝送からの干渉か
ら保護される１つ以上のサブフレーム、および、他のセルにおいて伝送からの干渉から保
護されない１つ以上のサブフレームを含む、請求項４３に記載のコンピュータ可読記録媒
体。
【請求項５６】
　前記スケジューリングは、複数の報告からフィルタにかけられたＣＱＩ値に基づいて行
われる、請求項４３に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【関連出願に対する相互参照】
【０００１】
　本出願は、２０１０年４月１３日に出願された、米国特許仮出願番号第６１／３２３，
８１３号の利益を主張し、ここに参照により組込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は、一般に、通信に関し、より具体的には、ワイヤレス通信ネットワークにおけ
る通信をサポートするための技術に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信ネットワークは音声、ビデオ、パケット・データ、メッセージング、ブ
ロードキャスト等のような様々な通信サービスを提供するために広く展開している。これ
らワイヤレス・ネットワークは、利用可能なネットワーク・リソースを共有することによ
り、複数のユーザをサポートすることができる多元接続ネットワークであることができる
。このような多元接続ネットワークの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク
、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワ
ーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、および、シングル・キャリアＦＤＭＡ
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（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワークを含む。
【０００４】
　ワイヤレス通信ネットワークは、多くのユーザ機器（ＵＥｓ：user equipments）のた
めの通信をサポートすることができる多くの基地局を含むことができる。ＵＥは、ダウン
リンクおよびアップリンクを経由して基地局と通信することができる。ダウンリンク（す
なわち、順方向リンク）は、基地局からＵＥへの通信リンクと称し、アップリンク（すな
わち、逆方向リンク）は、ＵＥから基地局への通信リンクと称する。
【０００５】
　基地局は、ＵＥにダウンリンクでデータおよび制御情報を送信することができ、および
／または、ＵＥからアップリンクでデータおよび制御情報を受信することができる。ダウ
ンリンクでは、基地局からの伝送は、隣接基地局からの伝送が原因で干渉を観測し得る。
アップリンクでは、ＵＥからの伝送は、隣接基地局と通信する他のＵＥｓからの伝送に対
して干渉を引き起こし得る。干渉は、ダウンリンクおよびアップリンクの両方における性
能を低下させ得る。
【発明の概要】
【０００６】
　本開示の或る複数の観点は、一般に、チャネル品質情報（ＣＱＩ：channel quality in
formation）を処理することと、ＣＱＩに基づいて協同リソース割り当て（cooperative r
esource allocation）に従ったリソースをスケジューリングすることに関する。単一の報
告において保護される／保護されないサブフレームのためのＣＱＩを伝達するために、新
しいベクトルＣＱＩ形式が、利用されることができる。このベクトル形式を処理するＣＱ
Ｉのための２つの代案および各々の利点が、説明される。第１の代案において、ＣＱＩベ
クトルからの単一のエントリ（entry）は、ダウンリンク・スケジューラおよび／または
他の媒体アクセス制御（ＭＡＣ：medium access control）ブロック（たとえば、ＰＨＩ
ＣＨ、ＤＣＩパワー制御、および／またはＰＤＣＣＨスケジューラ）で処理するために選
択される。第２の代案において、ＣＱＩベクトルからの選択は、１サブフレーム毎のベー
スで作成され、サブフレームと選択されたＣＱＩエレメントの両方は、ダウンリンク・ス
ケジューラおよび／または他のＭＡＣブロックによって処理される。
【０００７】
　開示の１つの観点において、ワイヤレス通信のための方法が提供される。前記方法は、
一般に、サービング基地局（serving base station）と少なくとも１つの非サービング基
地局との間の協同リソース割り当てスキームに起因した保護の異なるレベルに従ったサブ
フレームのためのチャネル品質情報（ＣＱＩ）を含むサブフレームのための少なくとも１
つの報告を受信することと、前記報告に基づいて伝送リソースをスケジューリングするこ
とを含む。
【０００８】
　開示の１つの観点において、ワイヤレス通信のための装置が提供される。前記装置は、
一般に、装置と少なくとも１つの基地局との間の協同リソース割り当てスキームに起因し
た異なる保護のレベルに従ったサブフレームのためのＣＱＩを含むサブフレームのための
少なくとも１つの報告を受信するための手段と、報告に基づいて伝送リソースをスケジュ
ーリングするための手段を含む。或る複数の観点については、前記装置がサービング基地
局であることができる。
【０００９】
　開示の１つの観点において、ワイヤレス通信のための装置が提供される。前記装置は、
一般に、受信機および処理システムを含む。前記受信機は、一般に、前記装置と少なくと
も１つの基地局との間の協同リソース割り当てスキームに起因した異なる保護のレベルに
従ったサブフレームのためのＣＱＩを含むサブフレームのための少なくとも１つの報告を
受信するのに適応している。処理システムは、一般に、報告に基づいて伝送リソースをス
ケジューリングするように構成される。
【００１０】
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　開示の１つの観点において、ワイヤレス通信のためのコンピュータ・プログラム製品が
提供される。コンピュータ・プログラム製品は、一般に、サービング基地局と少なくとも
１つの非サービング基地局との間の協同リソース割り当てスキームに起因した異なる保護
のレベルに従ったサブフレームのためのＣＱＩを含むサブフレームのための少なくとも１
つの報告を受信するためのコードと、報告に基づいて伝送リソースをスケジューリングす
るためのコードを有するコンピュータ可読媒体を含む。
【００１１】
　開示のさまざまな観点および特徴は、下記のさらなる詳細において説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、本開示の或る複数の観点に従ってワイヤレス通信ネットワークの例を概
念的に示すブロック図である。
【図２】図２は、本開示の或る複数の観点に従ってワイヤレス通信ネットワーク中のフレ
ーム構造の例を概念的に示すブロック図である。
【図２Ａ】図２Ａは、本開示の或る複数の観点に従ってリソースのアップリンク割り当て
の例を概念的に示すブロック図である。
【図３】図３は、本開示の或る複数の観点に従ってワイヤレス通信ネットワークにおいて
ユーザ機器デバイス（ＵＥ）との通信でノードＢの例を概念的に示すブロック図である。
【図４】図４は、本開示の或る複数の観点に従って異機種ネットワーク（heterogeneous 
network）例を示す。
【図５】図５は、本開示の或る複数の観点に従って異機種ネットワークにおけるリソース
分割例を示す。
【図６】図６は、本開示の或る複数の観点に従って異機種ネットワークにおけるサブフレ
ームの協同分割（cooperative partitioning）例を示す。
【図７】図７は、本開示の或る複数の観点に従ってチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）
の処理のための第１のアーキテクチャを概念的に示す機能ブロック図である。
【図８】図８は、本開示の或る複数の観点に従ってＣＱＩの処理のための第２のアーキテ
クチャを概念的に示す機能ブロック図である。
【図９】図９は、本開示の或る複数の観点に従って受信されたＣＱＩ報告に基づいて伝送
リソースをスケジューリングするための動作例を示す。
【詳細な説明】
【００１３】
　ここに説明されている技術は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡおよび他のネットワークのような様々なワイヤレス通信ネットワークのために使用
されることができる。用語「ネットワーク（network）」および「システム（system）」
は、しばしば区別なく使用される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上無線アク
セス（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００等のようなラジオ技術を実現することができる。Ｕ
ＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）、およびＣＤＭＡの他の変形を含む。ｃｄｍａ
２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤ
ＭＡネットワークは、移動体通信のためのグローバル・システム（ＧＳＭ（登録商標））
のような無線技術を実現することができる。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型（Evolve
d）ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラ・モバイル広帯域幅（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０
２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０
、フラッシュ（Flash）－ＯＦＤＭ（登録商標）等のような無線技術を実現することがで
きる。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサル・モバイル・テレコミュニケーショ
ン・システム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰのロング・ターム・エボリューション
（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－アドバンス（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴ
Ｓの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、
およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシップ・プロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Genera
tion Partnership Project）と名づけられた組織からの文書に記述されている。ｃｄｍａ
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２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシップ・プロジェクト２」（３ＧＰＰ２
：3rd Generation Partnership Project 2）と名づけられた組織からの文書に記述されて
いる。ここに説明されている技術は、他のワイヤレス・ネットワークおよび無線技術と同
様に、上述された前記ワイヤレス・ネットワークおよび無線技術のために使用されること
ができる。明確にするために、前記技術の或る複数の観点は、ＬＴＥのために下記に説明
されており、ＬＴＥ用語が下記の説明の多くに使用されている。
【００１４】
ワイヤレス・ネットワーク例
　図１は、ＬＴＥネットワークであることができるワイヤレス通信ネットワーク１００を
示す。ワイヤレス・ネットワーク１００は、多数の発展型ノードＢｓ（ｅＮＢｓ：evolve
d Node Bs）１１０および他のネットワーク・エンティティを含むことができる。ｅＮＢ
は、ユーザ機器デバイス（ＵＥｓ：user equipment devices）と通信する局であることが
でき、また、基地局、ノードＢ、アクセス・ポイント等と称されることができる。各ｅＮ
Ｂ１１０は、特定の地理的エリアのための通信カバレッジを提供することができる。３Ｇ
ＰＰにおいて、用語「セル（cell）」は、前記用語が使用される文脈に依存して、ｅＮＢ
のカバレッジ・エリアおよび／またはこのカバレッジ・エリアをサービングするｅＮＢサ
ブシステムと称することができる。
【００１５】
　ｅＮＢは、マクロ・セル、ピコ・セル、フェムト・セル、および／またはセルの他のタ
イプための通信カバレッジを提供することができる。マクロ・セルは、比較的大きい地理
的エリア（たとえば、半径において数キロメートル）をカバーすることができ、サービス
加入しているＵＥｓによって制限されないアクセスを許可することができる。ピコ・セル
は、比較的小さい地理的エリアをカバーすることができ、サービス加入しているＵＥｓに
よって制限されないアクセスを許可することができる。フェムト・セルは、比較的小さい
地理的エリア（たとえば、家庭）をカバーすることができ、フェムト・セルとの関連を有
するＵＥｓ（たとえば、クローズド・サブスクライバ・グループ（ＣＳＧ：Closed Subsc
riber Group）におけるＵＥｓ、家庭におけるユーザのためのＵＥｓ等）によって制限さ
れたアクセスを許可することができる。マクロ・セルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと
称されることができる。ピコ・セルのためのｅＮＢは、ピコｅＮＢと称されることができ
る。フェムト・セルのためのｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと称されるこ
とができる。図１に示される例において、ｅＮＢｓ１１０ａ、１１０ｂ、および１１０ｃ
は、それぞれマクロ・セル１０２ａ、１０２ｂ、および１０２ｃのためのマクロｅＮＢｓ
であることができる。ｅＮＢ１１０ｘは、ピコ・セル１０２ｘのためのピコｅＮＢである
ことができる。ｅＮＢｓ１１０ｙおよび１１０ｚは、それぞれフェムト・セル１０２ｙお
よび１０２ｚのためのフェムトｅＮＢｓであることができる。ｅＮＢは、１つまたは複数
（たとえば、３つ）のセルをサポートすることができる。
【００１６】
　ワイヤレス・ネットワーク１００は、また、中継局を含むことができる。中継局は、ア
ップストリーム局（たとえば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータの伝送および／または他の
情報を受信し、ダウンストリーム局（たとえば、ＵＥまたはｅＮＢ）へデータの伝送およ
び／または他の情報を送る局である。中継局は、また、他のＵＥｓのための伝送を中継す
るＵＥであることができる。図１に示される例において、中継局１１０ｒは、ｅＮＢ１１
０ａとＵＥ１２０ｒの間の通信を容易にするために、ｅＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｒ
と通信することができる。中継局は、また、中継ｅＮＢ、中継器等と称されることができ
る。
【００１７】
　ワイヤレス・ネットワーク１００は、異なるタイプのｅＮＢｓ、たとえば、マクロｅＮ
Ｂｓ、ピコｅＮＢｓ、フェムトｅＮＢｓ、中継器等を含む異機種ネットワーク（ＨｅｔＮ
ｅｔ）であることができる。これらの異なるタイプのｅＮＢｓは、ワイヤレス・ネットワ
ーク１００において異なる送信電力レベル、異なるカバレッジ・エリア、および干渉に対
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する異なる影響を有することができる。たとえば、マクロｅＮＢｓは、高い送信電力レベ
ル（たとえば、２０ワット）を有することができるのに対して、ピコｅＮＢｓ、フェムト
ｅＮＢｓ、および中継器は、より低い送信電力レベル（たとえば、１ワット）を有するこ
とができる。
【００１８】
　ワイヤレス・ネットワーク１００は、同期または非同期動作をサポートすることができ
る。同期動作については、前記ｅＮＢｓは、類似したフレーム・タイミングを有すること
ができ、異なるｅＮＢｓからの伝送は、時間的にほぼ揃えられることができる。非同期動
作については、前記ｅＮＢｓは、異なるフレーム・タイミングを有することができ、異な
るｅＮＢｓからの伝送は、時間的に揃えられることができない。ここに説明されている技
術は、同期および非同期動作の両方のために使用されることができる。
【００１９】
　ネットワーク制御装置１３０は、ｅＮＢｓの１セットに結合し、これらのｅＮＢｓに調
整および制御を提供することができる。ネットワーク制御装置１３０は、バックホールを
経由してｅＮＢｓ１１０と通信することができる。ｅＮＢｓ１１０は、また、たとえば、
ワイヤレスまたはワイヤライン・バックホールを経由して直接的または間接的に、互いに
通信することができる。
【００２０】
　ＵＥｓ１２０は、ワイヤレス・ネットワーク１００の全体にわたって分散されることが
でき、各ＵＥは、固定または可動であることができる。ＵＥは、また、端末、移動局、加
入者ユニット、局等と称されることができる。ＵＥは、携帯電話、携帯用情報端末（ＰＤ
Ａ）、ワイヤレス・モデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルド・デバイス、ラップ
トップ・コンピュータ、コードレス電話、ワイヤレス・ローカル・ループ（ＷＬＬ：wire
less local group）局、タブレット等であることができる。ＵＥは、マクロｅＮＢｓ、ピ
コｅＮＢｓ、フェムトｅＮＢｓ、中継器等と通信することができる。図１において、両矢
印（double arrow）を備えた実線は、ダウンリンクおよび／またはアップリンクでＵＥを
サーブする（serve）ように指定されたｅＮＢであるＵＥと、サービングｅＮＢとの間の
所望の伝送を示す。両矢印を備えた点線は、ＵＥとｅＮＢの間の干渉伝送を示す。
【００２１】
　ＬＴＥは、ダウンリンクで直交周波数多重（ＯＦＤＭ）を、アップリンクで単一搬送波
周波数分割多重（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦＤＭおよびＳＣ－ＦＤＭは、また、一
般にトーン、ビン等と称される複数（Ｋ個）の直交サブキャリアにシステム帯域幅を分割
する。各サブキャリアは、データを用いて変調されることができる。一般に、変調シンボ
ルは、ＯＦＤＭを用いて周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭを用いて時間領域で送信される。隣
接サブキャリアの間の間隔は、固定されることができ、サブキャリアの総数（Ｋ個）は、
システム帯域幅に依存し得る。たとえば、Ｋ個は、１．２５、２．５、５、１０、または
２０メガヘルツ（ＭＨｚ）のシステム帯域幅について１２８、２５６、５１２、１０２４
、または２０４８とそれぞれ等しくあることができる。システム帯域幅は、また、サブバ
ンドに分割されることができる。たとえば、サブバンドは、１．０８ＭＨｚをカバーする
ことができ、１．２５、２．５、５、１０、または２０ＭＨｚのシステム帯域幅のための
１、２、４、８、または１６のサブバンドがそれぞれあり得る。
【００２２】
　図２は、ＬＴＥにおいて使用されるフレーム構造を示す。ダウンリンクのための伝送タ
イムラインは、無線フレームの単位に分割されることができる。各無線フレームは、所定
の持続時間（たとえば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有することができ、０から９のインデッ
クス（index）を備えた１０のサブフレームに分割されることができる。各サブフレーム
は、２つのスロットを含むことができる。各無線フレームは、このように０から１９のイ
ンデックスを備えた２０のスロットを含むことができる。各スロットは、Ｌ個のシンボル
期間、たとえば、（図２に示されるような）通常のサイクリック・プレフィックス（a no
rmal cyclic prefix）のためのＬ＝７個のシンボル期間、または拡張されたサイクリック
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・プレフィックス（an extended cyclic prefix）のためのＬ＝６個のシンボル期間を含
むことができる。各サブフレームにおいて２Ｌ個のシンボル期間は、０から２Ｌ－１のイ
ンデックスが割り当てられることができる。利用可能な時間周波数リソースは、リソース
・ブロックに分割されることができる。各リソース・ブロックは、１つのスロットでＮ個
のサブキャリア（たとえば、１２のサブキャリア）をカバーすることができる。
【００２３】
　ＬＴＥにおいて、ｅＮＢは、ｅＮＢの中の各セルのための一次同期信号（ＰＳＳ：prim
ary synchronization signal）および二次同期信号（ＳＳＳ：secondary synchronizatio
n signal）を送ることができる。一次および二次同期信号は、図２に示されるように、通
常のサイクリック・プレフィックスを備えた各無線フレームのサブフレーム０および５の
各々において、シンボル期間６および５でそれぞれ送られることができる。同期信号は、
セルの検出および捕捉のためにＵＥｓによって使用されることができる。ｅＮＢは、サブ
フレーム０のスロット１においてシンボル期間０から３で物理報知チャネル（ＰＢＣＨ：
Physical Broadcast Channel）を送ることができる。ＰＢＣＨは、或るシステム情報を搬
送することができる。
【００２４】
　ｅＮＢは、図２に示されるように、各サブフレームの第１のシンボル期間において物理
制御フォーマット報知チャネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control Format Indicator Ch
annel）を送ることができる。ＰＣＦＩＣＨは、Ｍ個が１、２、または３と等しくあるこ
とができ、サブフレームからサブフレームへと変化することができる制御チャネルのため
に使用されるシンボル期間（Ｍ個）の数を伝達することができる。Ｍ個は、また、たとえ
ば、１０のリソース・ブロック未満で、小さいシステム帯域幅について４と等しくあるこ
とができる。ｅＮＢは、（図２に示されていない）各サブフレームの第１のＭ個のシンボ
ル期間に物理ＨＡＲＱインジケータ・チャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical HARQ Indicator 
Channel）および物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical Downlink Contr
ol Channel）を送ることができる。ＰＨＩＣＨは、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
：hybrid automatic repeat request）をサポートするために情報を搬送することができ
る。ＰＤＣＣＨは、ＵＥｓのためのリソース割り当てに関する情報およびダウンリンク・
チャネルのための制御情報を搬送することができる。ｅＮＢは、各サブフレームの残存シ
ンボル期間（remaining symbol periods）で物理ダウンリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ
：Physical Downlink Shared Channel）を送ることができる。ＰＤＳＣＨは、ダウンリン
クでデータ伝送のためにスケジュールされたＵＥｓのためのデータを搬送することができ
る。ＬＴＥにおけるさまざまな信号およびチャネルは、公的に利用可能な「発展型ユニバ
ーサル地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved Universal Terrestrial Radio Access
）；物理チャネルおよび変調」と題する、３ＧＰＰ ＴＳ ３６．２１１に記述されている
。
【００２５】
　ｅＮＢは、ｅＮＢによって使用されるシステム帯域幅の中心１．０８ＭＨｚにおいてＰ
ＳＳ、ＳＳＳ、およびＰＢＣＨを送ることができる。ｅＮＢは、これらのチャネルが送ら
れる各シンボル期間で全システム帯域幅にわたってＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送る
ことができる。ｅＮＢは、システム帯域幅の或る部分におけるＵＥｓのグループにＰＤＣ
ＣＨを送ることができる。ｅＮＢは、システム帯域幅の特定の部分における特定のＵＥｓ
にＰＤＳＣＨを送ることができる。ｅＮＢは、すべてのＵＥｓにブロードキャスト方法（
broadcast manner）でＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送る
ことができ、特定のＵＥｓにユニキャスト方法（unicast manner）でＰＤＣＣＨを送るこ
とができ、また、特定のＵＥｓにユニキャスト方法でＰＤＳＣＨを送ることができる。
【００２６】
　多くのリソース・エレメントは、各シンボル期間において利用可能であることができる
。各リソース・エレメントは、１つのシンボル期間において１つのサブキャリアをカバー
することができ、実数値または複素数値であり得る１つの変調シンボルを送るために使用
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されることができる。各シンボル期間におけるリファレンス信号のために使用されないリ
ソース・エレメントは、リソース・エレメント・グループ（ＲＥＧｓ：resource element
 groups）の中に配列されることができる。各ＲＥＧは、１つのシンボル期間において４
つのリソース・エレメントを含むことができる。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期間０におい
て、周波数をわたってほぼ等しく間隔をあけられることができる４つのＲＥＧｓを占有す
ることができる。ＰＨＩＣＨは、１つ以上の構成可能なシンボル期間において、周波数を
拡散することができる３つのＲＥＧｓを占有することができる。たとえば、ＰＨＩＣＨの
ための３つのＲＥＧｓは、すべてシンボル期間０に属することができ、シンボル期間０、
１および２において拡散することができる。ＰＤＣＣＨは、第１のＭシンボル期間におい
て、利用可能なＲＥＧｓから選択されることができる９、１８、３２、または６４ＲＥＧ
ｓを占有することができる。ＲＥＧｓの或る組み合わせのみが、ＰＤＣＣＨのために許可
されることができる。
【００２７】
　ＵＥは、ＰＨＩＣＨおよびＰＣＦＩＣＨのために使用される特定のＲＥＧｓを知ること
ができる。ＵＥは、ＰＤＣＣＨのためにＲＥＧｓの異なる組み合わせを検索することがで
きる。検索するための組み合わせの数は、一般に、ＰＤＣＣＨのために許可された組み合
わせの数未満である。ｅＮＢは、ＵＥが検索するであろう組み合わせのうちのいずれかに
おいてＵＥにＰＤＣＣＨを送ることができる。
【００２８】
　図２Ａは、たとえば、ＬＴＥにおけるアップリンクに対応する本開示の或る観点に従っ
てリソースのアップリンク割り当て２００Ａの例を概念的に示すブロック図である。アッ
プリンクのために利用可能なリソース・ブロックは、データ・セクションおよび制御セク
ションに分割されることができる。制御セクションは、システム帯域幅の２つの端で形成
されることができ、構成可能なサイズを有することができる。制御セクションにおけるリ
ソース・ブロックは、制御情報の伝送のためのＵＥｓに割り当てられることができる。デ
ータ・セクションは、制御セクションに含まれないすべてのリソース・ブロックを含むこ
とができる。図２Ａにおける設計は、単一のＵＥに、データ・セクションにおいて隣接す
るサブキャリアのすべてが割り当てられることを可能にすることができる隣接するサブキ
ャリアを含むデータ・セクションとなり得る。
【００２９】
　ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクションにおいてリソース・ブロ
ックが割り当てられることができる。ＵＥは、また、ｅＮＢにデータを送信するために、
データ・セクションにおいてリソース・ブロックが割り当てられることができる。ＵＥは
、制御セクションにおいて割り当てられたリソース・ブロックで物理アップリンク制御チ
ャネル（ＰＵＣＣＨ：Physical Uplink Control Channel）２１０における制御情報を送
信することができる。ＵＥは、データ・セクションにおいて割り当てられたリソース・ブ
ロックで物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：Physical Uplink Shared Channel
）２２０におけるデータのみ、または、データと制御情報の両方を送信することができる
。アップリンク伝送は、サブフレームの両スロットにスパンする（span）ことができ、図
２Ａにおいて示されるような周波数を跳び越える（hop across）ことができる。
【００３０】
　ＵＥは、複数のｅＮＢｓのカバレッジ内にあることができる。これらのｅＮＢｓのうち
の１つは、ＵＥをサーブするために選択されることができる。サービングｅＮＢは、受信
された電力、パス・ロス、信号対雑音比（ＳＮＲ：signal-to-noise ratio）等のような
さまざまな基準に基づいて選択されることができる。
【００３１】
　ＵＥは、ＵＥが１つ以上の干渉ｅＮＢｓから高い干渉を観測することができる支配的干
渉シナリオ（dominant interference scenario）において動作することができる。支配的
干渉シナリオは、制限されたアソシエーション（restricted association）に起因して生
じ得る。例えば、図１において、ＵＥ１２０ｙは、フェムトｅＮＢ１１０ｙに近接である
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ことができ、ｅＮＢ１１０ｙのための高い受信された電力を有することができる。しかし
ながら、ＵＥ１２０ｙは、制限されたアソシエーションに起因したフェムトｅＮＢ１１０
ｙにアクセスすることはできず、（図１に示されるように）より低い受信された電力でマ
クロｅＮＢ１１０ｃに、または（図１に示されていない）より低い受信された電力でフェ
ムトｅＮＢ１１０ｚにも接続することができる。その後、ＵＥ１２０ｙは、ダウンリンク
でフェムトｅＮＢ１１０ｙからの高い干渉を観測し、また、アップリンクでｅＮＢ１１０
ｙに高い干渉を引き起こし得る。
【００３２】
　支配的干渉シナリオは、また、ＵＥがＵＥによって検出されたすべてのｅＮＢｓの中で
より低いパス・ロス、および、より低いＳＮＲでｅＮＢに接続するシナリオである範囲拡
張に起因して生じ得る。例えば、図１において、ＵＥ１２０ｘは、マクロｅＮＢ１１０ｂ
およびピコｅＮＢ１１０ｘを検出することができ、ｅＮＢ１１０ｂよりｅＮＢ１１０ｘの
ためのより低い受信された電力を有することができる。それにもかかわらず、ｅＮＢ１１
０ｘのためのパス・ロスがマクロｅＮＢ１１０ｂのためのパス・ロスより低い場合、ピコ
ｅＮＢ１１０ｘに接続することがＵＥ１２０ｘにとって望ましいことであり得る。これは
、ＵＥ１２０ｘのために与えられたデータレートのためのワイヤレス・ネットワークへの
より少ない干渉となり得る。
【００３３】
　一観点において、支配的干渉シナリオにおける通信は、異なる周波数帯域で動作する異
なるｅＮＢｓを有することによってサポートされることができる。周波数帯域は、通信の
ために使用されることができ、（ｉ）中心周波数および帯域幅、または（ｉｉ）より低い
周波数および上位周波数によって与えられることができる周波数の範囲である。周波数帯
域は、また、バンド、周波数チャネル等と称されることができる。異なるｅＮＢｓのため
の周波数帯域は、そのＵＥｓと通信するために強いｅＮＢを許可する間、ＵＥは支配的干
渉シナリオにおいてより弱いｅＮＢと通信することができるように選択されることができ
る。ｅＮＢは、ＵＥで受信されたｅＮＢから、信号の受信された電力に基づいて（および
ｅＮＢの送信電力レベルには基づかない）、「弱い（weak）」ｅＮＢ、または「強い（st
rong）」ｅＮＢとして分類されることができる。
【００３４】
　図３は、図１における基地局／ｅＮＢ１１０のうちの１つ、およびＵＥｓのうちの１つ
であることができるＵＥ１２０およびｅＮＢ１１０、または基地局の設計のブロック図を
示す。制限されたアソシエーションのシナリオについては、ｅＮＢ１１０は、図１におけ
るマクロｅＮＢ１１０ｃであることができ、ＵＥ１２０は、ＵＥ１２０ｙであることがで
きる。ｅＮＢ１１０は、また、いくつかの他のタイプの基地局であることができる。ｅＮ
Ｂ１１０は、Ｔ本のアンテナ３３４ａないし３３４ｔが装備されることができ、ＵＥ１２
０は、Ｒ本のアンテナ３５２ａないし３５２ｒが装備されることができ、ここでは一般に
、Ｔ≧１およびＲ≧１である。
【００３５】
　ｅＮＢ１１０では、送信プロセッサ３２０は、データ・ソース３１２からデータを、制
御装置／プロセッサ３４０から制御情報を受信することができる。制御情報は、ＰＢＣＨ
、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ等のためであることができる。データは、ＰＤ
ＳＣＨ等のためであることができる。送信プロセッサ３２０は、データシンボルおよび制
御シンボルを得るために、データおよび制御情報をそれぞれ処理（たとえば、符号化およ
びシンボル・マップ）することができる。送信プロセッサ３２０は、また、リファレンス
・シンボル、たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびセル特有のリファレンス信号を生成する
ことができる。送信（ＴＸ）複数入力複数出力（ＭＩＭＯ：multiple-input multiple-ou
tput）プロセッサ３３０は、適用できる場合、データシンボル、制御シンボル、および／
またはリファレンス・シンボルで空間処理（たとえば、プリコーディング）を行うことが
でき、Ｔ個の変調器（ＭＯＤｓ）３３２ａないし３３２ｔにＴ個の出力シンボル・ストリ
ーム（output symbol stream）を提供することができる。各変調器３３２は、出力サンプ
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ル・ストリーム（output sample stream）を得るために、（たとえば、ＯＦＤＭ等のため
の）それぞれの出力シンボル・ストリームを処理することができる。各変調器３３２は、
ダウンリンク信号を得るために、出力サンプル・ストリームをさらに処理（たとえば、ア
ナログへの変換、増幅、フィルタ、およびアップコンバート）することができる。変調器
３３２ａないし３３２ｔからのＴ個のダウンリンク信号は、Ｔ本のアンテナ３３４ａない
し３３４ｔを経由してそれぞれ送信されることができる。
【００３６】
　ＵＥ１２０では、アンテナ３５２ａないし３５２ｒは、ｅＮＢ１１０からダウンリンク
信号を受信することができ、復調器（ＤＥＭＯＤｓ）３５４ａないし３５４ｒに受信され
た信号をそれぞれ提供することができる。各復調器３５４は、入力サンプルを得るために
、それぞれの受信された信号を調整（たとえば、フィルタ、増幅、ダウンコンバート、お
よびデジタル化）することができる。各復調器３５４は、受信されたシンボルを得るため
に、（たとえば、ＯＦＤＭ等のための）入力サンプルをさらに処理することができる。Ｍ
ＩＭＯ検出器３５６は、すべてのＲ個の復調器３５４ａないし３５４ｒから受信されたシ
ンボルを得ることができ、適用できる場合、受信されたシンボルでＭＩＭＯ検出を行い、
検出されたシンボルを提供することができる。受信プロセッサ３５８は、検出されたシン
ボルを処理（たとえば、復調、デ・インターリーブ、および復号）するデータシンク３６
０にＵＥ１２０のための復号されたデータを提供し、制御装置／プロセッサ３８０に復号
された制御情報を提供することができる。
【００３７】
　アップリンクにおいて、ＵＥ１２０では、送信プロセッサ３６４は、データ・ソース３
６２からの（たとえば、ＰＵＳＣＨのための）データ、および制御装置／プロセッサ３８
０からの（たとえば、ＰＵＣＣＨのための）制御情報を受信し、処理することができる。
送信プロセッサ３６４は、また、リファレンス信号のためにリファレンス・シンボルを生
成することができる。送信プロセッサ３６４からのシンボルは、適用できる場合、ＴＸ 
ＭＩＭＯプロセッサ３６６によってプリコードされ、（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭ等のため
の）変調器３５４ａないし３５４ｒによってさらに処理され、ｅＮＢ１１０に送信される
ことができる。ｅＮＢ１１０では、ＵＥ１２０からのアップリンク信号は、アンテナ３３
４によって受信され、復調器３３２によって処理され、適用できる場合、ＭＩＭＯ検出器
３３６によって検出され、ＵＥ１２０によって送られた復号されたデータおよび制御情報
を得るために受信プロセッサ３３８によってさらに処理されることができる。受理プロセ
ッサ３３８は、データシンク３３９には復号されたデータを、制御装置／プロセッサ３４
０には復号された制御情報を提供することができる。
【００３８】
　制御装置／プロセッサ３４０、３８０は、ｅＮＢ１１０およびＵＥ１２０のそれぞれで
の動作を指示することができる。本開示の或る観点に従って、受信プロセッサ３５８、制
御装置／プロセッサ３８０、および／またはＵＥ１２０の送信プロセッサ３６４は、ｅＮ
Ｂ１１０に送信されるべきチャネル品質情報（ＣＱＩ）ベクトルを作成することができる
。メモリ３４２、３８２は、ｅＮＢ１１０およびＵＥ１２０のそれぞれのためのデータお
よびプログラム・コードを記憶することができる。スケジューラ３４４は、ダウンリンク
および／またはアップリンクでデータ伝送のためにＵＥｓをスケジュールすることができ
る。
【００３９】
リソース分割例
　本開示の或る観点に従って、基地局は、ネットワークが強化されたセル間干渉調整（ｅ
ＩＣＩＣ：enhanced inter-cell interference coordination）をサポートする場合、そ
のリソースの一部を放棄する干渉セルによる干渉を低減する／除去するためにリソースを
調整しようと互いに交渉することができる。これを手段として、ＵＥは、干渉セルにより
もたらされたリソースを使用することで、激しい干渉を伴っていてもサービング・セルに
アクセスすることができる。
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【００４０】
　たとえば、オープン・マクロ・セル（open macro cell）のカバレッジにおけるクロー
ズド・アクセスモード（closed access mode）（すなわち、メンバー・フェムトＵＥ（me
mber femto UE）のみ、セルにアクセスすることができる）を備えたフェムト・セルは、
マクロ・セルのためにカバレッジ・ホール作成することができる。フェムト・セルのカバ
レッジ・エリアの下のマクロＵＥは、フェムト・セルに干渉を効果的に取り除かせて、そ
のリソースのうちのいくつかを放棄させることで、フェムト・セルによりもたらされたリ
ソースを使用することでＵＥのサービングマクロ・セルにアクセスすることができる。
【００４１】
　発展型ユニバーサル地上無線アクセス・ネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evolved Univ
ersal Terrestrial Radio Access Network）のようなＯＦＤＭを使用する無線アクセス・
システムにおいて、干渉セルによりもたらされたリソースは、時間ベース、周波数ベース
、または両方の組み合わせであることができる。干渉セルは、もたらされたリソースが時
間ベースの場合、時間領域の中でサブフレームのうちのいくつかを使用しない。干渉セル
は、もたらされたリソース（すなわち、協調リソース分割または協同リソース割り当て）
が周波数ベースの場合、周波数領域の中でサブキャリアのうちのいくつかを使用しない。
干渉セルは、もたらされたリソースが周波数と時間の両方の組み合わせである場合、周波
数および時間によって定義された或るリソースを使用しない。
【００４２】
　図４は、マクロＵＥ１２０ｙが安定した（solid）無線リンク４０２によって示される
ように、フェムト・セル１１０ｙからの激しい干渉を経験する場合でさえ、ｅＩＣＩＣが
マクロ・セル１１０ｃにアクセスするためにｅＩＣＩＣ（たとえば、図４に示されるよう
なＲｅｌ－１０マクロＵＥ）をサポートするマクロ・セル（すなわち、マクロＵＥ１２０
ｙ）に登録されるＵＥを許可することができるシナリオ例を示す。故障した（broken）無
線リンク４０４によって示されるように、レガシー・マクロ（legacy macro）ＵＥ１２０
ｕ（たとえば、図４に示されるようなＲｅｌ－８のマクロのＵＥ）は、フェムト・セル１
１０ｙからの激しい干渉の下でマクロ・セルに１１０ｃアクセスすることはできない。別
名フェムトＵＥ１２０ｖとして知られているフェムト・セルに登録されるＵＥ（たとえば
、図４に示されるようなＲｅｌ－８フェムトＵＥ）は、マクロ・セル１１０ｃから任意の
干渉の課題なしでフェムト・セル１１０ｙにアクセスすることができる。
【００４３】
　或る観点に従って、ネットワークは、分割情報の異なるセットが存在することができる
ｅＩＣＩＣをサポートすることができる。第１のこれらのセットは、半静的リソース分割
情報（ＳＲＰＩ：Semi-Static Resource Partitioning Information）と称されることが
できる。第２のこれらのセットは、適応的リソース分割情報（ＡＲＰＩ：Adaptive Resou
rce Partitioning Information）と称されることができる。名前が意味するように、ＳＲ
ＰＩは、一般に、頻繁に変化せず、ＳＰＲＩは、ＵＥがＵＥｓ自身の動作のためにリソー
ス分割情報を使用することができるようにＵＥに送られることができる。
【００４４】
　一例として、リソース分割は、８ミリ秒の周期性（８のサブフレーム）または４０ミリ
秒の周期性（４０のサブフレーム）で実現されることができる。或る観点に従って、周波
数分割複信（ＦＤＤ：frequency division duplexing）は、また、周波数リソースがさら
に分割されることができるように適用され得ると仮定することができる。（たとえば、ｅ
ＮＢからＵＥに）ダウンリンクを経由する通信については、分割パターンは、知られてい
るサブフレーム（たとえば、４のような、整数Ｎ個の倍数であるシステム・フレーム番号
（ＳＦＮ：system frame number）値を有する各無線フレームの第１のサブフレーム）に
マップされることができる。そのようなマッピングは、特定のサブフレームのためのリソ
ース分割情報（ＲＰＩ：resource partitioning information）を決定するために適用さ
れることができる。一例として、ダウンリンクのための（たとえば、干渉セルによりもた
らされた）協調リソース分割に従ったサブフレームは、インデックスによって識別される
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ことができる：
　　　　ＩｎｄｅｘＳＲＰＩ＿ＤＬ＝（ＳＦＮ＊１０＋サブフレーム番号（subframe num
ber））ｍｏｄ８
　アップリンクについては、ＳＲＰＩマッピングは、たとえば、４ミリ秒によって、シフ
トされることができる。したがって、アップリンクに対する例は、
　　　　ＩｎｄｅｘＳＲＰＩ＿ＵＬ＝（ＳＦＮ＊１０＋サブフレーム番号＋４）ｍｏｄ８
であることができる。
【００４５】
　ＳＲＰＩは、各エントリに対して次のような３つの値を使用することができる：
　　・Ｕ（使用する）：この値は、このセルによって使用されるべき支配的干渉からサブ
フレームがクリーンアップ（cleaned up）されていることを示す（すなわち、メインの干
渉セルはこのサブフレームを使用しない）；
　　・Ｎ（使用しない）：この値は、サブフレームが使用されないものとすることを示す
；
　　・Ｘ（未知）：この値は、サブフレームが静的に分割されないことを示す。基地局間
のリソース使用量の交渉の詳細は、ＵＥに知られていない。
【００４６】
　ＳＲＰＩに対するパラメータの別の可能性のあるセットは、次のようであることができ
る：
　　・Ｕ（使用する）：この値は、このセルによって使用されるべき支配的干渉からサブ
フレームがクリーンアップされていることを示す（すなわち、メインの干渉セルはこのサ
ブフレームを使用しない）；
　　・Ｎ（使用しない）：この値は、サブフレームが使用されないものとすることを示す
；
　　・Ｘ（未知）：この値は、サブフレームが静的に分割されない（および基地局間のリ
ソース使用量の交渉の詳細はＵＥに知られていない）ことを示す；
　　・Ｃ（共通）：この値は、すべてのセルがリソース分割なしでこのサブフレームを使
用することができるということを示すことができる。このサブフレームは、干渉に従うこ
とができ、その結果、基地局は、激しい干渉を経験していないＵＥのためだけにこのサブ
フレームを使用することを決定することができる。
【００４７】
　サービング・セルのＳＲＰＩは、無線（on the air）でブロードキャストされることが
できる。ｅ－ＵＴＲＡＮにおいて、サービング・セルのＳＲＰＩは、マスタ情報ブロック
（ＭＩＢ：master information block）、またはシステム情報ブロック（ＳＩＢｓ：syst
em information blocks）のうちの１つで送られることができる。所定のＳＲＰＩは、セ
ル、たとえば、（オープン・アクセスを備えた）マクロ・セル、ピコ・セル、および（ク
ローズド・アクセスを備えた）フェムト・セル、の特性に基づいて定義されることができ
る。そのようなケースにおいて、システムのオーバヘッド・メッセージ（overhead messa
ge）におけるＳＲＰＩのエンコーディングは、無線でより効率的なブロードキャストとな
り得る。
【００４８】
　基地局は、また、ＳＩＢｓのうちの１つの隣接セルのＳＲＰＩをブロードキャストする
ことができる。これについては、ＳＲＰＩは、物理セル・アイデンティティ（ＰＣＩs：p
hysical cell identities）のその対応する範囲で送られることができる。
【００４９】
　ＡＲＰＩは、ＳＲＰＩにおける「Ｘ個」のサブフレームのためのさらなる詳細情報を備
えたリソース分割情報を表わすことができる。上述されたように、「Ｘ個」のサブフレー
ムのための詳細情報は、一般に、基地局にのみ知られており、ＵＥには知られていない。
【００５０】
　図５および６は、マクロおよびフェムト・セルを備えたシナリオにおいて上記に説明さ
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れているようなＳＲＰＩ割り当ての例を示す。
【００５１】
ＨｅｔＮｅｔのためのＣＱＩ処理例
　上記で説明されたように、異機種ネットワーク（ＨｅｔＮｅｔｓ）のための重要な機構
は、リソースの分割であり得る。一例として、セルは、そのカバレッジの下にある隣接セ
ルからユーザがサーブされることを許可する特定のサブフレームにおいてサイレント（si
lent）であることができる。著しい干渉を経験するユーザの観点から、セル間で分割する
時分割多重（ＴＤＭ：time division multiplexing）は、サブフレームの２つのクラス（
classes）を広く作成することができる：クリーン（clean）（保護される）およびアン・
クリーン（unclean）（保護されない）サブフレーム。クリーン・サブフレームは、支配
的非サービング・セルからの干渉を有さないサブフレームと称することができ、アン・ク
リーン・サブフレームは、非サービング・セルからの干渉を有するサブフレームと称する
ことができる。
【００５２】
　本開示の或る観点に従って、新しいチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ：channel qual
ity indicator）ベクトル形式は、単一の報告においてクリーンおよびアン・クリーン・
サブフレームのためのチャネル品質情報の入手（capture）を許可することができる。或
る観点に従って、報告は、ＣＱＩを報告するＵＥをスケジュールするためにＣＱＩ情報を
使用する方法を順に決定する（たとえば、ｅＮＢの）スケジューラに渡されることができ
る。図３に描写されているように、ＵＥは、ｅＮＢへの新しい形式に従ってＣＱＩベクト
ル３９０を送信することによりＣＱＩを報告することができる。或る観点に従って、ｅＮ
ＢによるＣＱＩベクトルを処理するＣＱＩのためのさまざまなオプションは、提供される
ことができる。これらのＣＱＩ処理オプションは、ＣＱＩベクトル報告が使用される状況
に制限されない；ＣＱＩ情報は、また、単一ＣＱＩ（すなわち、レガシー）報告で報告さ
れることができる。
【００５３】
　図７は、ＣＱＩ処理のための第１のアーキテクチャ例７００を示す。或る観点に従って
、ベクトルＣＱＩ報告は、ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ Ｒｘモジュール７０２によって受信
され、ＣＱＩセレクタ・モジュール７０４に送られることができる。示されるように、単
一ＣＱＩエントリは、ＣＱＩセレクタ・モジュール７０４によって選ばれることができる
。或る観点については、この選択は、数百ミリ秒の比較的長時間のスケール（relatively
 long time scale of hundreds of milliseconds）（無線リソース管理（ＲＲＭ：radio 
resource management）の測定報告における変化率）にわたって行なわれることができる
。ＣＱＩ選択７０５は、その後、ダウンリンク（ＤＬ）スケジューラ７１０および他のブ
ロック７０８（たとえば、メディア・アクセス制御（ＭＡＣ）のレイヤ・ブロック）への
入力として送り込まれることができる。或る観点については、ブロック７０８は、ＰＨＩ
ＣＨ、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ：downlink control information）、電力制御、お
よび／またはＰＤＣＣＨスケジューラを含むことができる。ＤＬスケジューラ７１０、ま
たは任意の他のプロセッサは、ＣＱＩ選択７０５に基づいて、コンテンション・ウィンド
ウ（ＣＷ：contention window）のためのＣＱＩバックオフ（CQI backoff）を決定するこ
とができる。一度決定されると、ＣＱＩバックオフ値（ＣＱＩ＿Ｂａｃｋｏｆｆ＿ＶＡＬ
）は、同様にブロック７０８に提供されることができる。上位レイヤ処理７０６は、ＣＱ
Ｉセレクタ・モジュール７０４およびＤＬスケジューラ７１０への入力および／または制
御することを提供することができる。たとえば、上位レイヤ処理は、無線リソース管理（
ＲＲＭ）および／またはリソース分割を含むことができる。
【００５４】
　図７に示されるアーキテクチャ７００の利点は、すべてのＣＡＩ処理ループが単一ＣＱ
Ｉ選択（ＣＱＩセレクタ・モジュール７０４によって提供されるもの）で行われ得るとい
うことであり得る。しかしながら、このアーキテクチャは、このサブフレームがクリーン
・サブフレームかアン・クリーン・サブフレームかどうかに基づいた、各サブフレームの
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理想には満たないＣＱＩ（less-than-ideal CQI）の選択となり得る。
【００５５】
　図８は、ＣＱＩ処理のための第２のアーキテクチャ例８００を示す。或る観点によると
、ベクトルＣＱＩ報告は、ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ Ｒｘモジュール８０２を経由して受
信されることができる。各与えられたサブフレームｔでは、ＣＱＩ選択は、（たとえば、
クリーン・サブフレームまたはアン・クリーン・サブフレームに対応する）第１または第
２のＣＱＩ出力を出力するために、ＣＱＩセレクタ・モジュール８０４によって行われる
ことができる。ＣＱＩ選択とサブフレームｔの両方は、ＤＬスケジューラ８１０および他
のモジュール８０８（たとえば、図７におけるブロック７０８と似ているＭＡＣレイヤ・
ブロック）のようなアーキテクチャ８００におけるモジュールに伝搬されることができる
。スケジューラ８１０、または任意の他の適切なプロセッサは、ＣＱＩ選択に基づいてコ
ンテンション・ウィンドウ（ＣＷ）のためのＣＱＩバックオフを決定することができる。
一度決定されると、ＣＱＩバックオフ値（ＣＱＩ＿Ｂａｃｋｏｆｆ＿ＶＡＬ［０］または
ＣＱＩ＿Ｂａｃｋｏｆｆ＿ＶＡＬ［１］）は、同様にモジュール８０８に提供されること
ができる。上位レイヤ処理８０６は、ＣＱＩセレクタ・モジュール８０４およびスケジュ
ーラ８１０への入力および／または制御することを提供することができる。
【００５６】
　図８に示されるアーキテクチャ８００の利点は、それが各ブロック／モジュールに各サ
ブフレームのタイプ（クリーンまたはアン・クリーン）のための個別のＣＱＩ調整ループ
（individual CQI adjustment loops）を実行させることを可能にするということであり
得る。結果的に、比較的速いＣＱＩ選択は、よりよいスケジューリングの決定となり得る
与えられたＵＥにとって可能であり得る。しかしながら、アーキテクチャ８００は、各ブ
ロックで所望のＣＱＩステータスを維持するために、図７に描写されるアーキテクチャ７
００と比較してより高い複雑性を含み得る。
【００５７】
　図９は、本開示の或る観点に従って受信されたＣＱＩ報告に基づいて伝送リソースをス
ケジューリングするための動作例９００を示す。動作９００は、たとえば、ＵＥへのダウ
ンリンク伝送をスケジュールするためにｅＮＢ１１０によって行われることができる。９
０２では、ｅＮＢは、サービング基地局と少なくとも１つの非サービング基地局の間の協
同リソース割り当てスキームに起因した保護の異なるレベルに従ったサブフレームのため
のチャネル品質情報（たとえば、ベクトルとして受信されることができるＣＱＩ）を含む
サブフレームのための少なくとも１つの報告を受信することができる。９０４では、（サ
ービング基地局であることができる）ｅＮＢは、９０２で受信された報告に基づいて伝送
リソースをスケジュールすることができる。
【００５８】
　或る観点については、スケジューリングは、協同リソース割り当てスキームに従った伝
送リソースのためである。或る観点については、報告は、ベクトルＣＱＩ報告を含む。異
なるサブフレームのタイプのための報告は、新たに定義された報告（たとえば、ベクトル
ＣＱＩ報告）ではともに、またはレガシー報告（すなわち、単一ＣＱＩ報告）では別々に
送られることができる。後のケースにおいて、ｅＮＢは、単一ＣＱＩ報告が或る観点につ
いては保護されるサブフレームと保護されないサブフレームとの間を交互に繰り返すよう
にＵＥを構成することができる。
【００５９】
　或る観点については、スケジューリングは、それぞれのサブフレームに起因した保護の
対応するレベルに基づいてそれぞれのサブフレームに異なる時間および／または周波数リ
ソースを割り当てることを含む。或る観点については、スケジューリングは、それぞれの
サブフレームに起因した保護の対応するレベルに基づいてそれぞれのサブフレームに異な
る変調符号化方式（ＭＣＳｓ：modulation and coding schemes）を割り当てることを含
む。
【００６０】



(18) JP 5847799 B2 2016.1.27

10

20

30

40

50

　或る観点については、スケジューリングは、第１のサブフレームのタイプのために報告
されたＣＱＩに対応する第１のループに基づいて行われる。或る観点については、スケジ
ューリングは、第２のサブフレームのタイプのために報告されたＣＱＩに対応する第２の
ループに基づいて行われる。或る観点については、第１のサブフレームのタイプは、保護
されるサブフレームであり、第２のサブフレームのタイプは、サービング基地局と少なく
とも１つの非サービング基地局の間で共有される保護されないサブフレームである。或る
観点については、スケジューリングは、報告に基づいてＣＱＩエントリを選択することを
含む。
【００６１】
　或る観点については、選択は、１サブフレーム毎のベースで行われる一方で、他の観点
については、選択は、１サブフレームのタイプ毎のベース（たとえば、保護されるサブフ
レームに対して保護されないサブフレーム）で行われる。或る観点については、上記に説
明されたように、選択は、保護されるサブフレームに対応するＣＱＩループの出力と、保
護されないサブフレームに対応するＣＱＩループの出力の間で選択することを含む。
【００６２】
　或る観点については、報告は、アップリンク制御チャネル（たとえば、ＰＵＣＣＨ）、
アップリンク・データ・チャネル、または共有されるアップリンク・チャネル（すなわち
、ＰＵＳＣＨのような、制御情報またはデータ・トラヒックの一方または両方が伝達され
ることができるアップリンク・チャネル）のようなアップリンク・チャネル経由して受信
される。或る観点については、サブフレームは、他のセルにおける伝送からの干渉から保
護される１つ以上のサブフレームと、他のセルにおける伝送からの干渉から保護されない
１つ以上のサブフレームを含む保護の異なるレベルに従う。或る観点については、スケジ
ューリングは、複数の報告からフィルタにかけられる、または別の方法で統計的に処理さ
れる（たとえば、平均）ＣＱＩ値に基づいて行われる。
【００６３】
　上記に説明された方法のさまざまな方法の動作は、対応する機能を行うことが可能な任
意の適切な手段によって行われることができる。手段は、限定される訳でないが、回路、
特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、またはプロセッサを含むさまざまなハードウェアお
よび／または（複数または単数の）ソフトウェア・コンポーネントおよび／または（複数
または単数の）モジュールを含むことができる。たとえば、受理のための手段は、受信機
、復調器３３２、および／または図３に示されるｅＮＢ１１０のアンテナ３３４を含むこ
とができる。スケジューリングするための手段は、図３で示されるｅＮＢ１１０のスケジ
ューラ３４４、図７および８におけるスケジューラ７１０、８１０をそれぞれ含むことが
でき、または下記に説明されるような処理するための任意の適切な手段を含むことができ
る。処理するための手段、および／または決定するための手段は、図３に示される送信プ
ロセッサ３２０またはｅＮＢ１１０の制御装置／プロセッサ３４０のような、少なくとも
１つのプロセッサを含むことができる処理システムを含むことができる。
【００６４】
　当業者は、情報および信号がさまざまな異なる技術および技技法のうちのいずれかを使
用して表わされ得ることを理解するだろう。たとえば、上記説明を通じて参照されうるデ
ータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、
電磁波、磁場または磁性粒子、光学場または光学粒子、またはそれらの任意の組み合わせ
によって表現され得る。
【００６５】
　当業者は、本明細書の開示に関連して説明されたさまざまな例示的な論理ブロック、モ
ジュール、回路、およびアルゴリズム・ステップが、電子ハードウェア、コンピュータ・
ソフトウェア、または両者の組み合わせとして実現され得ることをさらに理解するであろ
う。ハードウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、さまざまな例示的な
コンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、それらの機能の観点
で一般に上述されている。そのような機能がハードウェアとして実現されるか、ソフトウ
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ェアとして実現されるかは、システム全体に課された特定の用途および設計上の制約に依
存する。当業者は、特定の用途ごとにさまざまな手法で、説明された機能を実現すること
ができるが、そのような実現の決定は、本開示の範囲から逸脱するものと解釈されるべき
ではない。
【００６６】
　本明細書の開示に関連して説明された、さまざまな例示的な論理ブロック、モジュール
、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または
他のプログラマブル論理デバイス、離散ゲートまたはトランジスタ論理、離散ハードウェ
アコンポーネント、またはここで説明された機能を実行するように設計されたそれらの任
意の組み合わせを用いて、実現または実行されることができる。汎用プロセッサは、マイ
クロプロセッサであることができるが、代替例において、プロセッサは、任意の従来のプ
ロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであることがで
きる。プロセッサは、また、コンピューティングデバイスの組み合わせとして、たとえば
、ＤＳＰと、１つのマイクロプロセッサ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと結合
された１つ以上のマイクロプロセッサとの組み合わせ、または任意の他のそのような構成
として、実現されることもできる。
【００６７】
　本明細書の開示に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウ
ェアで直接的に、プロセッサによって実行されるソフトウェア・モジュールで、または両
者の組み合わせで具現化されることができる。ソフトウェア・モジュールは、ＲＡＭメモ
リ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジス
タ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野で周知の
任意の他の形態の記憶媒体中に存在することができる。例示的な記憶媒体は、プロセッサ
が記憶媒体から情報を読み出し、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセ
ッサに結合される。代替例において、記憶媒体は、プロセッサと一体化され得る。プロセ
ッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣ中に存在することができる。ＡＳＩＣは、ユーザ端末に
存在することができる。あるいは、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に離散コ
ンポーネントとして存在することができる。
【００６８】
　１つ以上の例示的な態様において、説明される機能は、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせで実現されることができる。ソフトウ
ェアで実現される場合、機能は、コンピュータ可読媒体で１つ以上の命令またはコードと
して記憶され、符号化されることができる。コンピュータ可読媒体は、コンピュータ・プ
ログラムをある場所から別の場所への転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ
記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用または特殊目的コンピュータによっ
てアクセスされることができる任意の利用可能な媒体であることができる。限定ではなく
例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、命令またはデータ構造の形態で所望のプ
ログラム・コードを実行または記憶するために使用されることができ、かつ、汎用または
特殊目的コンピュータ、または汎用または特殊目的プロセッサによってアクセスされるこ
とができる、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光ディスク記憶
装置、磁気ディスク記憶装置、または他の磁気記憶デバイス、または任意の他の媒体を含
むことができる。また、任意の接続はコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば
、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバー・ケーブル、ツイストペア、デジタル加
入者線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使
用してウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから送信された場合、同軸ケーブル
、光ファイバー・ケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイク
ロ波のようなワイヤレス技術が、媒体の定義に含まれる。ディスク（disk）およびディス
ク（disc）は、ここで使用される場合、コンパクト・ディスク（disc）（ＣＤ）、レーザ
ーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc
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）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、およびブルーレイ（登録商標
）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は通常、磁気的にデータを再生するが、デ
ィスク（disc）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組み合わせは、
さらに、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００６９】
　本開示の先の説明は、いずれの当業者にも本開示の作成または使用することを可能にさ
せるために提供されている。本開示に対するさまざまな変更は、当業者に容易に明らかで
あり、本明細書で定義された一般原理は、本開示の精神または範囲から逸脱することなく
、他のバリエーションに適用されることができる。このように、本開示は、本明細書で説
明された例および設計に限定されることは意図されておらず、本明細書で開示される原理
および新規の特徴に一致する最も広い範囲に相当するとされている。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　　サービング基地局と少なくとも１つの非サービング基地局の間の協同リソース割り当
てスキームに起因した保護の異なるレベルに従ったサブフレームのためのチャネル品質情
報（ＣＱＩ）を含む少なくとも１つの報告を受信することと、
　　前記報告に基づいて伝送リソースをスケジューリングすることと
　を含む、ワイヤレス通信のための方法。
［Ｃ２］
　前記スケジューリングは、前記協同リソース割り当てスキームに従った伝送リソースの
ためである、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記報告は、ベクトルＣＱＩ報告を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記スケジューリングは、それぞれのサブフレームに起因した保護の前記対応するレベ
ルに基づいて前記それぞれのサブフレームに異なる時間または周波数リソースを割り当て
ることを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記スケジューリングは、それぞれのサブフレームに起因した保護の前記対応するレベ
ルに基づいて前記それぞれのサブフレームに異なる変調符号化方式（ＭＣＳｓ）を割り当
てることを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記スケジューリングは、第１のサブフレームタイプのために報告されたＣＱＩに対応
する第１のループに基づいて行われる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記スケジューリングは、第２のサブフレームタイプのために報告されたＣＱＩに対応
する第２のループに基づいて行われる、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記第１のサブフレームのタイプは、保護されるサブフレームであり、前記第２のサブ
フレームのタイプは、前記サービング基地局と前記少なくとも１つの非サービング基地局
の間で共有される保護されないサブフレームである、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記スケジューリングは、前記報告に基づいてＣＱＩエントリを選択することを含む、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記選択することは、１サブフレーム毎のベースで行われる、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記選択することは、保護されるサブフレームに対応する出力と保護されないサブフレ
ームに対応する出力の間で選択することを含む、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１２］
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　前記報告は、アップリンク制御チャネルを経由して受信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　保護の異なるレベルに従った前記サブフレームは、他のセルにおいて伝送からの干渉か
ら保護される１つ以上のサブフレーム、および、他のセルにおいて伝送からの干渉から保
護されない１つ以上のサブフレームを含む、Ｃ１３に記載のＣ１に記載１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記スケジューリングは、複数の報告からフィルタにかけられたＣＱＩ値に基づいて行
われる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　　装置と少なくとも１つの基地局の間の協同リソース割り当てスキームに起因した保護
の異なるレベルに従ったサブフレームのためのチャネル品質情報（ＣＱＩ）を含む少なく
とも１つの報告を受信するための手段と、
　　前記報告に基づいて伝送リソースをスケジューリングするための手段と
　を含む、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ１６］
　スケジューリングするための前記手段は、前記協同リソース割り当てスキームに従った
伝送リソースをスケジュールするように構成される、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記報告は、ベクトルＣＱＩ報告を含む、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１８］
　スケジューリングするための前記手段は、それぞれのサブフレームに起因した保護の前
記対応するレベルに基づいて前記それぞれのサブフレームに異なる時間または周波数リソ
ースを割り当てるように構成される、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１９］
　スケジューリングするための前記手段は、それぞれのサブフレームに起因した保護の前
記対応するレベルに基づいて前記それぞれのサブフレームに異なる変調符号化方式（ＭＣ
Ｓｓ）を割り当てるように構成される、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２０］
　スケジューリングするための前記手段は、第１のサブフレームタイプのために報告され
たＣＱＩに対応する第１のループに基づいて前記伝送リソースをスケジュールするように
構成される、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２１］
　スケジューリングするための前記手段は、第２のサブフレームタイプのために報告され
たＣＱＩに対応する第２のループに基づいて前記伝送リソースをスケジュールするように
構成される、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記第１のサブフレームのタイプは、保護されるサブフレームであり、前記第２のサブ
フレームのタイプは、前記装置と前記少なくとも１つの基地局の間で共有される保護され
ないサブフレームである、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　スケジューリングするための前記手段は、前記報告に基づいてＣＱＩエントリを選択す
るように構成される、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記選択することは、１サブフレーム毎のベースで行われる、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記選択することは、保護されるサブフレームに対応する出力と保護されないサブフレ
ームに対応する出力の間で選択することを含む、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記報告は、アップリンク制御チャネルを経由して受信される、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２７］
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　保護の異なるレベルに従った前記サブフレームは、他のセルにおいて伝送からの干渉か
ら保護される１つ以上のサブフレーム、および、他のセルにおいて伝送からの干渉から保
護されない１つ以上のサブフレームを含む、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２８］
　スケジューリングするための前記手段は、複数の報告からフィルタにかけられたＣＱＩ
値に基づいて行われる、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２９］
　　装置と少なくとも１つの基地局の間の協同リソース割り当てスキームに起因した保護
の異なるレベルに従ったサブフレームのためのチャネル品質情報（ＣＱＩ）を含む少なく
とも１つの報告を受信するように構成される受信機と、
　　前記報告に基づいて伝送リソースをスケジュールするように構成される処理システム
と
　を含む、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ３０］
　前記処理システムは、前記協同リソース割り当てスキームに従った伝送リソースをスケ
ジュールするように構成される、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記報告は、ベクトルＣＱＩ報告を含む、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記処理システムは、それぞれのサブフレームに起因した保護の前記対応するレベルに
基づいて前記それぞれのサブフレームに異なる時間または周波数リソースを割り当てるこ
とで前記伝送リソースをスケジュールするように構成される、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記処理システムは、それぞれのサブフレームに起因した保護の前記対応するレベルに
基づいて前記それぞれのサブフレームに異なる変調符号化方式（ＭＣＳｓ）を割り当てる
ことで前記伝送リソースをスケジュールするように構成される、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３４］
　前記処理システムは、第１のサブフレームタイプのために報告されたＣＱＩに対応する
第１のループに基づいて前記伝送リソースをスケジュールするように構成される、Ｃ２９
に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記処理システムは、第２のサブフレームタイプのために報告されたＣＱＩに対応する
第２のループに基づいて前記伝送リソースをスケジュールするように構成される、Ｃ３４
に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記第１のサブフレームのタイプは、保護されるサブフレームであり、前記第２のサブ
フレームのタイプは、前記装置と前記少なくとも１つの基地局の間で共有される保護され
ないサブフレームである、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記処理システムは、前記報告に基づいてＣＱＩエントリを選択することで前記伝送リ
ソースをスケジュールするように構成される、Ｃ２９に記載の方法。
［Ｃ３８］
　前記選択することは、１サブフレーム毎のベースで行われる、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記選択することは、保護されるサブフレームに対応する出力と保護されないサブフレ
ームに対応する出力の間で選択することを含む、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記報告は、アップリンク制御チャネルを経由して受信される、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ４１］
　保護の異なるレベルに従った前記サブフレームは、他のセルにおいて伝送からの干渉か
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ら保護される２９つ以上のサブフレーム、および、他のセルにおいて伝送からの干渉から
保護されない１つ以上のサブフレームを含む、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記処理システムは、複数の報告からフィルタにかけられたＣＱＩ値に基づいて前記伝
送リソースをスケジュールするように構成される、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ４３］
　　　サービング基地局と少なくとも１つの非サービング基地局の間の協同リソース割り
当てスキームに起因した保護の異なるレベルに従ったサブフレームのためのチャネル品質
情報（ＣＱＩ）を含む少なくとも１つの報告を受信し、
　　　前記報告に基づいて伝送リソースをスケジューリングする
　　ためのコードを有するコンピュータ可読媒体
　を含む、ワイヤレス通信のためのコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４４］
　前記スケジューリングは、前記協同リソース割り当てスキームに従った伝送リソースの
ためである、Ｃ４３に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４５］
　前記報告は、ベクトルＣＱＩ報告を含む、Ｃ４３に記載のコンピュータ・プログラム製
品。
［Ｃ４６］
　前記スケジューリングは、それぞれのサブフレームに起因した保護の前記対応するレベ
ルに基づいて前記それぞれのサブフレームに異なる時間または周波数リソースを割り当て
ることを含む、Ｃ４３に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４７］
　前記スケジューリングは、それぞれのサブフレームに起因した保護の前記対応するレベ
ルに基づいて前記それぞれのサブフレームに異なる変調符号化方式（ＭＣＳｓ）を割り当
てることを含む、Ｃ４３に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４８］
　前記スケジューリングは、第１のサブフレームタイプのために報告されたＣＱＩに対応
する第１のループに基づいて行われる、Ｃ４３に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４９］
　前記スケジューリングは、第２のサブフレームタイプのために報告されたＣＱＩに対応
する第２のループに基づいて行われる、Ｃ４８に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ５０］
　前記第１のサブフレームのタイプは、保護されるサブフレームであり、前記第２のサブ
フレームのタイプは、前記サービング基地局と前記少なくとも１つの非サービング基地局
の間で共有される保護されないサブフレームである、Ｃ４９に記載のコンピュータ・プロ
グラム製品。
［Ｃ５１］
　前記スケジューリングは、前記報告に基づいてＣＱＩエントリを選択することを含む、
Ｃ４３に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ５２］
　前記選択することは、１サブフレーム毎のベースで行われる、Ｃ５１に記載のコンピュ
ータ・プログラム製品。
［Ｃ５３］
　前記選択することは、保護されるサブフレームに対応する出力と保護されないサブフレ
ームに対応する出力の間で選択することを含む、Ｃ５１に記載のコンピュータ・プログラ
ム製品。
［Ｃ５４］
　前記報告は、アップリンク制御チャネルを経由して受信される、Ｃ４３に記載のコンピ
ュータ・プログラム製品。
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［Ｃ５５］
　保護の異なるレベルに従った前記サブフレームは、他のセルにおいて伝送からの干渉か
ら保護される１つ以上のサブフレーム、および、他のセルにおいて伝送からの干渉から保
護されない１つ以上のサブフレームを含む、Ｃ４３に記載のコンピュータ・プログラム製
品。
［Ｃ５６］
　前記スケジューリングは、複数の報告からフィルタにかけられたＣＱＩ値に基づいて行
われる、Ｃ４３に記載のコンピュータ・プログラム製品。

【図１】 【図２】
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【図２Ａ】 【図３】

【図４】 【図５】
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【図６】 【図７】

【図８】 【図９】
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